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Ⅰ．緒言 
 現代、先天性心疾患治療の技術の向上により、成人先天性心疾患患者の数は急速な増加
を続けている。成人期治療の重要性や成人先天性心疾患患者の心理社会問題が注目される
中、胎生期から小児期、成人期、そして次世代にまで及ぶ長期治療計画 1)と患児の自立に
向けた援助の確立が急務とされている 2) 。先天性心疾患では、手術時期の低年齢化と適応
拡大が進行し、多くの先天性心疾患に対する修復手術が可能となった 3, 4)が、大部分の修
復手術は根治術とはいえず、成長や加齢により心機能悪化を生じる 4, 5)。患児自身が生涯
に渡って必要な治療に適応していく必要があり、幼少期では、リスクの高い治療を乗り越
えながらも自分なりのレディネスを高め、疾患理解や療養行動を獲得していくことが求め
られている。 
 しかし一方で、幼児期に先天性心疾患手術を受ける患児の母親では、手術に関連する
様々な困難が重なることで、患児の受け止めや説明に関心が向かいにくい 6, 7)。先行研究
では、先天性心疾患をもつ幼児の“疾患のとらえ方”には母親からの説明が影響し 8)、手
術前不安には両親の手術に対する受容が影響している 9)が、両親は患児にどのように説明
し伝えるかに対して早い段階からジレンマを持つ 10)ことも指摘されている、それらからは、
幼児期に先天性心疾患手術を受ける患児が、レディネスを高めることの難しい状況に置か
れやすく、周手術期の母親の説明や関わりを助け、患児のレディネス発達を促進するため
の援助が必要であると考えられた。 
 幼児期は、主養育者である母親との愛着を基盤に著しい成長発達を遂げ 11) 、発達課題
である「自律性」を獲得する時期 12) であり、子どもは、環境との相互作用を通して主体
的に発達していく 12, 13) 。しかし先天性心疾患患児では、幼少期の疾患症状が著しく治療
や手術が集中しやすいことより、それらの影響や家族の関わりによって自律性の獲得が阻
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害されやすい。既存の研究において、幼少期の先天性心疾患患児を主体的な存在として捉
え、健全な発達を追求した研究は不足しており、それらからは、幼少期の患児の思いや反
応、レディネスの実際を解明し、主体性を高めるための介入が重要であると考えられた。 
 以上を背景とし、本研究では、幼児期に先天性心疾患手術を受ける患児の思いと反応、
レディネスをもとに、患児の主体的なレディネス発達を促進するための看護援助を考案す
ることを目指す。病気や手術の説明に関連する母子の困難に焦点を当てることより、患児
と母親が活用できる学習材を作成し、学習材を用いた看護援助を考案する。先天性心疾患
手術を受ける幼児と母親の双方を支援し、母親が患児に対して行う説明や関わりを助け、
同時に、患児なりの関心・理解の向上とレディネス発達を促すことのできる看護援助の考
案を目指したものである。 
 
 
Ⅱ．研究目的 
 幼児期に先天性心疾患手術を受ける患児の主体的なレディネス発達を促進する看護援助と
して、学習材を用いた看護援助を考案する。看護援助の目標は「患児が自分なりに、手術の
体験を通じて疾患に対する関心・理解を高め、生涯に渡る療養行動に対して主体的な姿勢を
築く」ことである。 
 
 
Ⅲ．研究の構造 
 本研究は、以下の２つの研究より構成する。 
１．研究１：幼児期に先天性心疾患手術を受ける幼児の思い、反応、レディネスに関する 
    質的記述的研究 
   （目的）幼児期に先天性心疾患手術を受ける患児の思いと反応、手術前後の 
      レディネスの発達およびそれらに影響を与える要因を明らかにし、看護 
      援助の示唆を得る。  
２．研究２：幼児期に先天性心疾患手術を受ける幼児のレディネスを高める看護援助の 
    考案と洗練 
   （目的）研究１で得られた結果より、幼児期に先天性心疾患手術を受ける患児と 
      母親を対象とした、患児のレディネスを高めるための看護援助を考案し、 
      看護援助に参与する対象者の評価を通じて看護援助の洗練を図る。 
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Ⅳ．用語の定義 
 １．患児のレディネス 
 患児の疾患理解や療養行動の獲得に向けた準備性をさし、生まれながらにして備え、
生涯発達していく準備性として用いる。 
 ２．主体的なレディネスの発達 
 患児を受動的でなく能動的な存在として捉え、患児自身が環境との相互作用を通して
主体的に発達していくプロセスとして用いる。 
 ３．学習材 
 患児が自分なりに、身体・疾患・治療・療養行動に対して関心・理解を高めることを
学習と捉え、患児の主体的な学習を促進するためのツールとして用いる。 
 
 
Ⅴ．研究１： 
 幼児期に先天性心疾患手術を受ける患児の思い、反応、レディネスに関する質的記述的研究 
 幼児期に先天性心疾患手術を受ける患児と母親４組を対象に、病棟入院中の生活場面
の参加観察および手術前後の半構造化面接を行い、質的帰納的分析により結論を得た。 
 幼児期に先天性心疾患手術を受ける患児の思いと反応では〔入院中の通例行事〕〔入
院中に生じた制限〕〔服薬〕〔苦痛を伴う処置〕〔苦痛を伴う検査〕〔身体侵襲を伴う処置〕
の６体験が導かれ、そのうち３体験において、患児は強い嫌悪の反応を示した。一方、
幼児期に先天性心疾患手術を受ける患児のレディネスでは〈感覚より発達するレディネ
ス〉〈体験より発達するレディネス〉〈知識より発達するレディネス〉の３段階が導かれ、
それらの２段階において、患児は知的探求反応を示した。幼児期に先天性心疾患手術を
受ける患児の思いと反応、レディネスは、疾患に関する知識の有無によって相違が見ら
れていた。 
 以上のことから、先天性心疾患手術を受ける幼児の主体的なレディネス発達を促進す
る看護援助では、患児が強い反応を示した３体験に疾患情報を含む学習材と、それらを
用いた看護援助の考案が求められた。看護援助の対象として、知的探究心を抱える２段
階のレディネスに該当する患児が導かれた。 
 
 
Ⅵ．研究２ 
 幼児期に先天性心疾患手術を受ける患児のレディネスを高める看護援助の考案と洗練 
 研究１の結論をもとに、文献検討を経て看護援助を考案し、看護援助に参与する７領
4 
 
域の対象者 11 名への半構造化面接を行い、洗練を図った。７領域の対象者とは、臨床
看護師、小児看護専門看護師、臨床心理士、小児循環器専門医、心臓血管外科専門医、
成人期先天性心疾患患者、先天性心疾患をもつ幼児の母親である。 
 考案した看護援助は、「患児が自分なりに、手術の体験を通じて疾患に対する関心・理
解を高め、生涯に渡る療養行動に対して主体的な姿勢を築く」という看護援助の目標に従
属する。研究１より導かれた２段階のレディネスに該当する幼児と母親を対象とし、印象
的な３体験と疾患情報を含む学習材を用いた看護援助が考案された。看護援助に参与する
対象者らの評価では、異なる領域の視点より、【看護援助の手順が伝わりづらい】【学習材
の読み方が伝わりづらい】【年少児では文字量が多い】などの多様な指摘があげられる一
方で、【個別に展開できる看護援助であり新しい】や【個別性の含まれる学習材が珍しい】
という共通意見もあげられている。看護援助の新規性が保証されるだけでなく、対象者の
意見より修正した看護援助の真実性は一層高まり、看護独自の視点のみならず多角的な要
素を網羅した看護援助へと洗練された。 
 
 
Ⅶ．倫理的配慮 
 千葉大学大学院看護学研究科倫理審査委員会の承認を得て実施している（承認番号：29-4, 
30-6）。研究協力者には研究趣旨、調査方法、参加の自由意志、不利益回避、個人情報保護、
学会での公表について書面および口頭で説明し、同意を得た。 
 研究２は「平成 29年度 千葉看護学会研究支援金支給事業」による研究助成を受け、実施
した。 
 
 
Ⅷ．考察 
 本研究では、幼児期に先天性心疾患手術を受ける患児の思いと反応、レディネスに着目し、 
看護援助を考案している。患児が関心を示す体験に着目した看護援助は、患児自身の感覚や
体験の意味づけを促し、また、患児のレディネスに着目した看護援助は、患児の主体的な学
習サイクルに働きかけレディネスを高める。さらに、個別性を重視した看護援助は、患児と
母親の困難を軽減し、学習材は新規的かつ有用な資料となることが予想される。看護援助に
参与する対象者らの評価より洗練された看護援助は、患児と母親の健全な相互作用の中で、
患児の主体的な力を高めるものであり、母子の困難に予期的に対処し、長期的な視点からも
意義が大きいと考えられる。 
 しかし本研究では、看護援助の実施と評価に至っておらず、看護援助の有効性について確
認することは、今後の課題である。今後は、先天性心疾患手術を受ける幼児と母親に看護援
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助を展開し、評価を行なっていく必要がある。 
 
  
Ⅸ．結論 
 幼児期に先天性心疾患手術を受ける患児の主体的なレディネス発達を促進する看護援助で
は、知的探究心を抱える幼児とその親を対象とする。患児が強い反応を示した３体験をもと
に疾患情報を含めた学習材と、それらを用いた看護援助を考案した。看護援助は、幼児期に
先天性心疾患手術を受ける患児の、体験や心疾患に対する関心・理解を高め、主体的なレデ
ィネスの発達を促すことを目指す。看護援助に参与する対象者らの評価より新規性が保証さ
れ、真実性の高い看護援助へと洗練された。さらに、看護援助は、看護援助に参与する７領
域の対象者（臨床看護師、小児看護専門看護師、臨床心理士、小児循環器専門医、心臓血管
外科専門医、成人期先天性心疾患患者、先天性心疾患をもつ幼児の母親）による視点が加わ
り、多角的な要素を網羅した看護援助へと洗練された。 
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